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難着雪デリニェーターの開発

○湯浅雅也、今津隆二、林 直樹 (積水樹脂株式会社)、 苫米地司 (北海措T業大学)

1 はじめに

積雪地域における雪害に視認不良がある。雪による視認不良は、道路交通上極めて危険な現

象で、時には人命に関わる交通事故を引き起こす場合がある。

雪による視認不良の原因としては、吹雪、自動車が雪を巻き上げる雪煙などが代表的である

が、道路設備へ雪が付着する着雪現象も大きな問題である。

道路設備に着雪が生長すると、背景と道路設備とのコン

トラス トが不明確となる。特にデリニェーターなどの再

帰反射式視線誘導標では、その効果は全く得られなくな

る (写真 1)。

このような背景から本開発は、着雪による視認不良を

防止する機能を有するデリニェーターを考案することを

目的としている。

2 デリニューターにおける着雪防上方法

2-1反射面の着雪防止方法

現状のデリニェーターは、反射面が垂直方向に設置されているため、図 1(a)の ように反

射面の中心によどみ点ができ、その点から着雪が生長する。反射面に着雪が生 じると反射面の

反射性能が落ち、デリニェーターとしての役目

を果たさなくなる。

積雪地域の道路標識板をみると、一般に図 1

(b)のように垂直方向に対して斜め下向きに

し、よどみ点を上方へ移すことによって着雪を

軽減 している1)。 この方法をデリニェーターの

反射面に応用し、着雪しにくくする。

積雪地域の道路標識は、上記のように垂直方

向に対して斜め下向きに傾いており、その傾斜

角度は 10～ 15(deg)程度である。しかしこの

傾斜角度では、写真 2のように着雪が生長 し、

道路標識板の大半を覆ってしまうことがある。

図1 強風雪時の標議板着雪 (側面図)

写真 1 着雪したデリニェーター

写真2 着雪した道路標議板
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ここで、反射面の斜め下向きの角度と着雪の関係を風洞実験にて検討した。供試体設置概要

を図 2に示す。反射面を想定した供試体の傾斜角度は左から0、 5、 10、 15、 20、 25、 30、 35、

40お よび 45(deg)である。供試体には、表面が粗 く着雪しやすいと考えられる耐水サンドペ

ーパー (♯ 200)を用いた。この供試体を風洞施設内に風向きに対して直角となるように設置

し、風洞内風速 7(m/s)に て 2時間運転した。なお、雪には模型雪 (活性白土)を用いた。

図2 供試体設置概要

国3に、供試体の傾斜角度と着雪割合の関係を示す。着雪割合は、供試体表面に着雪した面

積を供試体の面積で除した値とした。図3に示すように、供試体の傾斜角度が大きくなるに伴

い、反比例的に着雪割合が少なくなる傾向を示し、40deg以 上になるとほとんど着雪しない。

このことより、デリニェーターの反射面の傾斜角度は40degと した。

園3 各供試体の傾斜角度と着雪割合の関係

2-2デ リニェーター上部の冠雪防止方法

また、デリニェーター上部に冠雪が生 じると、雪庇が発達して反射面を覆ってしまう可能性

があるため、冠雪は重要な検討事項である。

近年における積雪地域の住宅の屋根やパラペット部分には、国 4のような片流れ形状が採用
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されている。片流れ形状とは、図 4に示すようにxと yの角度が異なるものをいう。この片流

れ形状は、上部に積もった雪のバランスが悪いため、冠雪が大きくなる前に落雪する。この方

法をデリニェーター上部に採用し、冠雪を防止する。なお、雪の安息角は気温-3.5(℃ )の時

に 50(deg)程 度である2)こ とょり、 xおよび yの角度は、50(deg)以 上とした。

図4 片流れ形状の例

3 難着雪デリニェーターのデザイン案

上記の検討結果をもとに、難着雪デリニェーターのデザインとして、反射面片面タイプ 3種

類、両面タイプ 3種類を考案 した。一例を写真 3に示す。なお反射面は、真正面から見た場合

にφ100の正円に見えるような楕円形とした。

反射面片面タイプ             反射面両面タイプ

写真3 難着雪デリニューターデザイン案

4 屋外暴露によるデザイン案模型の着雪および冠雪実験

デザイン案の模型を屋外に設置し、着雪および冠雪状況を観察した。なお、プランクとして

現状のデリニェーターも同様に設置 した。設置場所は三笠市岡山の積水樹脂佛雪国製品研究所

試験用走路である。観察方法は、タイムラプスビデオによる無人観察とした。観察期間は、1995

年 12月 13日 ～1996年 3月 20日 である。

写真 4にデザイン案模型および現状の視線誘導標における屋外暴露状況を示す。写真 4に示

すように、現状の視線誘導標の反射面には着雪しているが、デザイン案模型の反射面部分には

全く着雪していない。

図 5に観察期間における各デリニェーターの着雪回数を示す。図 5に示すように、現状のデ

リニェーターは多 くの着雪が生 したが、デザイン案模型にはほとんど着雪が生 じなかった。
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写真4 デザイン案模型および現状のデリニェーターにおける屋外暴露状況

(左から反射面片面タイプ3基、反射面両面タイプ3基、現状のデリニェーター2基 )

国5 観察期間における各デリニェーターの着雪回数

(Nα l～ 3:反射面片面タイプ、ほ 4～6:反射口円面タイプ、現状 1、 2:現状のデリニェーター)

5 まとめ

本報告は、着雪による視認不良を防止する機能を有するデリニェーターの開発を行ったもの

である。本デリニェーターの特長を以下に要約する。

・反射面を斜め下向きに 40deg傾けることにより、難着雪形状とする。

・デリニェーター上部に片流れ形状を採用し、難冠雪形状とすることにより、雪庇によって反

射面を覆ってしまうことを防止する。

これらの検討事項を踏まえて考案したデザインを模型化 し、屋外にて着雪状況を観察した。

その結果、難着雪デリニェーターは、冬季 1シ ーズンを通 してほとんど着雪しないことが明ら

かとなった。

今後は、実際のフィール ドでの着雪および冠雪状況を観察する予定である。

【参考文餞】 1)社団法人 日本建築機械化協会編 「新編防雪工学ハンドブック」 森北出版、1988

2)黒岩大助 "雪"粉体工学研究会誌 Vol.13、 No.10、 pp.556～ 559、 1976
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